
編集後記
　2023 年度はポスト・コロナ期となり、海外調査を生き甲斐とする学会関係者には待ちに
待った年となりました。しかし、ロシア軍のウクライナ侵攻は終息せず、トルコ・シリア
での大地震の復興も十分とは言えない中、ガザ地区でイスラエルの軍事行動が始まりまし
た。西アジアで活動する我々にとって、今年度も厳しい状況は続いています。また、私が
住んでいる石川県では、1月 1日午後 4時 10 分に、能登半島を中心に震度 7の強い地震が
発生しました。今回の地震でお亡くなりになった方々のご冥福をお祈りします。そして、
被災された皆様に、心からお見舞いを申し上げます。
　国内外で様々な戦災・震災が発生する中、編集委員会は真摯に編集作業に取り組んで参
りました。今号は、研究ノート 4本、資料紹介 1本、動向 3本、講演録 1本、追悼文 1
本、という内容になりました。前号より、やや多めの頁数となりましたが、今号は論文が
ない学会誌となってしまいました。編集長として心よりお詫び申し上げます。少なくない
数の論考が投稿されており、投稿数の減少による結果ではございません。厳正な査読制に
より、大変厳しい審査が実施されている結果です。本会の学術的なレベルアップに少しで
も寄与するため、編集委員会一同が精励しておりますので、何卒、ご理解いただきますよ
うお願い申し上げます。
　今号には上岡弘二氏の追悼文を掲載しております。上岡氏には何度も激励をいただき、
その都度、大変元気付けられました。学恩に感謝するとともに、心よりご冥福をお祈り申
し上げます。
� （足立拓朗）
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